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エウェン語の形態音韻論における数詞の特異性

　　　　　　　　　　 　　　　　 鍛治広真

キーワー ド:エ ウェン語(ツ ングース諸語)、 形態音韻論、名詞語幹、数詞、異形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要旨

　本論文 ではエウェン語の名詞語幹を、接尾辞の異形態を説明する形態音韻論的観点から母音

語幹、硬口蓋子音語幹、n語 幹、その他の子音語幹の4つ に分類する。接尾辞-lkAn「 ～を持っ

ている」を付加する場合、母音で終わる語幹には-lkAnが そのまま付加される。子音で終わる語

幹にこの接尾辞がつく場合は、子音連続を避ける措置がとられる。硬口蓋子音で終わる語幹には、

挿入母音/I/が現れた異形態-IlkAnが 付加される。/n/で終わる語幹は、一部を除き、語幹末の/n/

が脱落 し母音で終わる形になり、-lkAnが 付加される。その他の子音で終わる語幹には、挿入母

音/A/が現れた異形態-AlkAnが 挿入される。 しかしながら数詞にこの接尾辞を付加 した場合、予

測 とは異なる特異な形が現れる。

1　 は じめに

　エウェン語2(ツ ングース諸語)の 形態論は膠着型で、屈折や派生は接尾辞の付加によっ

て実現する。接尾辞は多くの異形態を持ち、異形態の選択は音韻的条件により決定 され る。

第2節 で先行研究での音素体系について述べた後、第3節 で名詞に接尾辞を付加 したとき

の形態音韻論的振る舞いから名詞語幹の分類を試みる。第4節 では数詞に接尾辞を付加 し

た例を扱い、その特徴を記述する。

2　 音素体系

　　2.1母 音音素

　本稿では風間伸次郎(2003)に 基づき(1)に示す8母 音の体系を想定す る。音節構造は(C)V

1本稿は2010年6月 に行った東京大学大学院の言語学演習での発表の内容に基づき加筆 ・修

正 したものである。 コメン トを下さった方々に厚 く御礼申 し上げる。本稿で扱 うデータは

主に、2010年3月 にロシア連邦サバ共和国にて筆者が行った現地調査で得 られた ものであ

る。本調査は科学研究費基盤研究 「地球化時代におけるアルタイ諸語の急速な変容 ・消滅

に関する総合的調査研究」(研 究代表者:久 保智之教授)に よる支援を受けている。
2本稿で扱 うエウェン語は特に断 りがない限 り

、サバ共和国インジギルカ川流域で話 されて
いるエウェン語を指す。この地域の方言はエウェン語中央方言に分類 される(Novikova・1960)。

2002年 実施のロシア国勢調査によるとエ ウェン人の人口は19071人 、エ ウェン語話者の人

ロは7168人 となっている。ほとん どのエウェン語話者はロシア語 とのバイ リンガルであ り、

サバ共和国ではエ ウェン語、ロシア語、サバ語(チ ュルク系)の3言 語を使用す る話者 も

多い。
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(V)(C)と い う構造を仮定 している。エウェン語には母音調和があ り、女性母音と男性母音3は

同一語中に共起 しない。

(1) 女性母音

非円唇 円唇

狭 i u

広 e e

男性母音

非円唇 円唇

狭 1 u

広 a 0

　 他 の 先 行 研 究 で は(2)に 示 す 短 母 音8種 、 長 母 音10種 の 母 音 体 系 を 想 定 して い るc

(Novikova　 1960,　Lebedev　 1978,　Malchukov　 1995)

(2) 硬 母 音 　 　 短haou!　 長lu　 aa　uu　oo'aノ

軟 母 音 　 短1i　 e　e　u1長 ノii　ee　uu　ee　ieノ

Aa1およびle!は対応する短母音をもたない。

　風間(2003)は長母音を音節内における同一母音の母音連続 と解釈 し、音素の数を減 らして

いる。 さらに、先行研究では単一の音素 として扱われ るノa!およびfe!についても、1夏aノおよ

びAeノとい う1音 節内の母音連続 として解釈 している。本稿では風間(2003)の 解釈に倣 う。

　 　 　 　 2.1.1母 音 の 弱 化

　 非 円 唇 広 母 音 の1aノお よび ノe1は弱 化 して[e]・一[i]一一回 で 実現 す る こ とが あ る。 以 下 に そ の 例 を

示 す 。

　 　 (3)　 　 10dan1　 　 [udan・-udin]　　 　 　 「雨 」

　 　 　 　 　 　 !ewenノ　　 【eβon】4　　 　 　　 　　 rエ ウ ェ ン」

　 　 　 　 　 　 ん㎎e!　 [urge・-urg:}・-Ulgi]　 「重 い 」

　 　 　 　 　 　 rJ　alsaノ　 　 [d3alsur～djalsur]　　 「唾 」

こ の 弱 化 は 多 くの 場 合 自 由 変 異 とみ られ る が 、 決 して 弱 化 し な い 語 や 弱 化 が 義 務 的 に 起 こ

る語 が 少 数 あ る。

:4)a.　 !irger[irge】 「や す り」

　 b.　 ノirgeノ[irgo～i㎎…】 「脳j

コ ン サ ル タ ン トは(4)のabを 区 別 し、2つ の 語 を 同 じ音 で 発 音 す る こ とを 認 め な い。 音 韻 白

1用 語 は風 間(2003)に 従 う
。

1本 稿 で は βは 両 唇 接 近 音 の 表 記 に用 い る
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対立があると考え、弱化 しないことがわかっている母音は暫定的に低6!の よ うに表記する。

どのような種類の対立であるかは今後明らかにする必要がある。

2.2子 音 音 素

子 音 音 素 は 以 下 の17種 類 で あ る 。

(5)子 音 音 素 　 (17種 類)

!P,ge[t∫],　k[k・-x],　b,　d,　i[d3】,9【9--Y】,　m,　n,前 回,　D,　s[s～G～h1,　wEP-　 Ql,　jlj・一,9】,1,　r[r…　;1ノ

　 　 　 　2.2.1AJ1の 異 音

　音 素δノの 異 音 は 従 来 記 述 され て い る破 擦 音 【d3】の 他 に 、11,　i1以外 の 母 音 の 前 で は 自由 変 異

と して[d]の 発 音 も現 れ る。!d:a1とrJ　a:ノの 対 立 お よ び/die1と σe:1の対 立 は 中 和 して い る。

(6) "Jebdej!【d3ebdej-cPebdej]「 食 べ る 」

rJalsaノ【d3alsur～(ltalsur]　 「唾 」

加ur加r![d3u:nd3USN(P'u:ndiu.r】 「(二人 で)一 緒 に 」

δokノ[d3ek～dlek】 「(河の)氷 」

!1,i1の前 で は!d!と δノの 対 立 が 保 持 され て い る。

　 　 　 　 　 (7)　 　 　 　 δigenke1[d3iyenke】["diiYenke]「 ま な 板 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /digenノ[diYon]　　[ホd3iYθn】　　　「4」

　　　2.2.2軟 口蓋閉鎖音!k!,!g1

/g1は音節頭では閉鎖音の異音【g】が現れ、音節末では摩擦音の異音[Y】が現れ る。

(8)語 頭 の[g]の 例

　 !9iawkanノ[llatβkan】 「口 琴 」 ノgaasan1[gecsan】 「渓 谷 」

(9)語 中音節頭の[g]の例
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1hergin1【hergin】 r低 い 」 !9urgaw己rdaj/　 [gurgaPtSidaj】 「働 くJ

(10)語 中 音 節 末 の[Y】の 例

　 ノtogu!【toYu]「火 を 」　 　 !biaganja1【Vayand3a】 「月+指 大 辞 」　 　 　 　 /degi!【deYi】 「鳥 」

　 1togduk![toYduk]「 火 か ら」　 　 　 1ma蔚1n1[mayd3in】 「虫」　 　 　 　 　 /agdi/【aYd:】　 「雷 」

(11)語 末 の[Y]の 例

ノtogノ[tOY]「火 」 !bIagt【 りa:Y1「 別

(12)同 一 語 中 に[9】 と[Y]が 現 れ る 例

　 ノaangagノ[ecngaY】 「右 の 」　 　 　 　 ノgamagan1【gamayu:n】 「泥 棒 」

た だ し、AlggV1は[VygV】 とは な らず 同化 が 起 こ り【V・wV】で 現 れ る 。

　 (13)　 ノdegi　deggetten1　[deyi　deWetton】 「鳥 が 飛 ぶ 」

また、例外 としてlegienl[egd30n】「大きい」は/g/が音節末だが【Y]とはならず、必ず[g]で現れ

る。

　話者によっては、語頭以外では[g】と[y]が相補分布ではなく自由変異 として現れる。また

摩擦音[Y]の異音を持たない話者もいる。話者ごとの違いは(14)の ようにまとめられる。

(14) 語頭　　　語中音節頭 語中音節末 語末

話者A !ガ 【9～Y】 [9】　　 　　 [9】 【Y】 【Y】

話者B 19![9～Y】 [9】　 　 　 　 [9～Y】 〔9～Y】 【9南Y】

話者C ノ91[9】 [9】　　 　　 [9】 [9】 19】

　自由変異 として【g～Y】の交替を許す話者(話者B)は 、無声軟 口蓋音!kノにっいても閉鎖音[k]

と摩擦音【x]の異音を持つ。【g雪]の自由交替は語頭では起こらないが、【k～x]の交替は語頭、

語中、語末のいずれの環境 にも起 こる自由変異である。

(15) 語頭

語中(音節頭)

語末

!ko置置且!　　　　　 [kolli--xolli]

石apkan/　 　　　1了apkan≒ ゴapxan】

1takノ　　　　　　　【tak向tax】

「飲 め 」

「8」

「塩 」

　話者間でこの ような差が生 じている要因 として年齢差、地域差などが考えられ るが、十

分なデータが得 られていないため、この点に関 して これ以上詳細を論ず ることは現時点で

は困難である。
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　 　 　 　 2.2.3摩 擦 音,s1

　 中央 方 言 で は 【s]と[h】は 母 音 間 で は 交 替 可 能 で あ る(例.liatsal　 一　ja:hal】 「目」)。 しか し母

音 間 以 外 の 環 境 を み る と、 【s】は音 節 末(語 中 子 音 の 前 ま た は 語 末)に の み 現 れ[h】 は 語 頭 に し

か 現 れ な い 、 と い う よ うに 分 布 に 相 補 的 な 偏 りが み られ る 。Novikova(1960)、 　 Malchu-

kov(1995)ら は こ の 二 つ を/s1と い う同 一 の 音 素 に ま と め て お り、 本 稿 も こ の 解 釈 を と る 。

Lebedev(1978)はnVに ま とめ て い るが 、 【s】と[h】を 同 一 の 音 素 の 異 音 とみ な す とい う点 に お い

て は 上 の3者 と同 様 で あ る。 風 間(2003)は 【s1と[h】を そ れ ぞ れ 別 個 の 音 素(!s!,肋 と して扱 っ

て い る。

　 !s!は非 円 唇 狭 母 音1i,　i/の後 ろ で は 異 音[C]と して も現 れ る。

　 (16)1aSlノ 　 　 [as1・-ag1]「女 」

　　　　2.2.4鳴 音の無声化

rJ/と1w!は語末では無声化 し、それぞれ【g】〔φ】となる(風間2003)。 また〃も同様にLr]となる。

これ らの無声化は義務的ではなく自由変異である。

　　 (17)　　 ノhujノ　　　 [hug】　　　 「吹き出物」

　　　　　　　 1tiiniw/　 lti=niΦ】　 「昨 日」

　　　　　　　 1naakarノ　 【na:ko∫】　　 「手土産」

3　 名詞語幹の種類

　本節では名詞5に接尾辞を付加 したときの形態音韻論的振る舞いについて述べ、名詞語幹

の分類を試み る。なお、以降では特に必要な場合以外は音声表記 を省 き、音素表記のみを

記す。('〃'は省略する。)sとhは 音声的隔たりを考慮 して表記 し分け、この点に関してのみ

厳密な音素表記ではない。

　 　 3.1接 尾 辞 一lkAnと 挿 入 母 音

　 名 詞 に 付 加 して 「～ を 持 っ て い る 」 と い う意 味 を 表 す 接 尾 辞 は 。lkan1-lken1-alkan1-elken1

-ilkanノーilkenと い う6種 の 異 形 態 を 持 つ 。 男 性 母 音 の!a1と 女 性 母 音 の!e!の ど ち らが 現 れ る か

は 、 語 幹 を 見 れ ば 母 音 調 和 規 則 か ら予 測 が 可 能 で あ る。 男 性 母 音!a!と 女 性 母 音/e1を ま と め

て 非 円 唇 広 母 音!Aノと して 表 す こ と にす る。同 様 に非 円 唇 狭 母 音 〃 とノi1をま と め て〃 で 代 表 す

る。 接 尾 辞 ・lkan/-lkenノ・alkan1-elkelV・11kan1・ilkenの代 表 形 は 。lkAnと 表 記 す る。

　 母 音 で 終 わ る語 幹(以 下 、 母 音 語 幹)に は挿 入 母 音 の な い 異 形 態 一1kAnが 付 加 され る。

　 (18)母 音 語 幹:・1kAn

　 　 　 　 hIma「 皿 」　 　 　 hima・lkan

5エ ウェン語においては名詞 と形容詞の形態論的区別はない。
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tet邑　　「月B…」

ueu　 r羽 毛 」

 teti-Iken 

u&u-lkan

　子音で終わる語幹(以下、子音語幹)に・1kAnが そのまま接続す ると、　VC・lkAnと い う形に

なる。 しか し音節構造は(C)(V)V(C)で あるなら、3っ の子音が連続す ることはない。実際に

は、このような子音連続を避けるために、子音で終わる語幹 に一lkAnを 付加する場合には、

接尾辞の前に母音が挿入 される。挿入母音には、(男性母音 ・女性母音の区別 を捨象すると、)

ノAノと〃の広狭2種 類があり、どちらが挿入 されるかは語幹末の子音によって決まる。

(19)語 幹 末 が硬 ロ蓋 子 音(!こ,」,fi,　j!)以外 か っ/ti/以外 の子 音 の 場 合:-AlkAn

or　 r腹 」

saahar「 砂 糖 」

OOSikat「 星 」

dil　r頭 」

msa1「 目」

hum　 r腱 」

tak　 r塩 」

kiljeb「 パ ン 」

or・alkan

saaha『 ・a量kan

oosπtakaレalkan

d11-alkan

lasa1-a1kan

hum-elken

tak圃alkan

ki　ljeb-elken

(20)語 幹 末 が硬 口蓋 子 音 の 場 合6:。11kAn

こaaj「 茶 」

oj「 服 」

妨 「錫 」

ekefi「 ミノレク 」

 6aaj-tIkan 

oj-ilkan 

to ilkan 

eken-liken

　 ところが語幹末子音がノnノの場合は、母音挿入が起こらない。語幹末の!niが脱落 し、語幹

が母音で終わる形になることにより子音連続が回避 され る。

(21)!㎡ で終わる語:語 幹末の!㎡が脱落 し、・lkAnを付加

oran「 トナ カ イ 」

hl畳kan「 ナ イ フ 」

uiikan　 rさ じ 」

udan　 r雨 」

hakam　 　r黒 」

ora-lkan

hilka-lkan

urika-lkan

uda・lkan

hakan● 置kan

語幹末のlnノが脱落

語幹末の!tilが脱落

語幹末の酒h1が脱落

語幹末のノnノが脱落

語幹末のlt,1が脱落

6己 で終わる名詞語幹は見つけられていない
。
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hakann「 黒」に接尾辞一stA「やや～」がつくときに語幹末尾の1ti/が脱落す るのも同様の現象

である。(hakar1・sta「やや黒い、黒っぽい」)

一方、以下のよ うに語幹末のノnノが脱落 しない例も存在す る。以降の議論で 「n語幹」と言 う

場合、(21)の ように接尾辞が付 く際に語幹末のノn1が脱落する語幹 を意味 し、(22)(23)の よう

な例は含めないものする。

　　　　(22)りm「 犬」　 りm・alkan

　　　　(23)limon「 レモン」　　 limon・alkan

これ らの例が(2Dと 同じ振る舞いをしない(語幹末尾のノnfが脱落 しない)こ とに対する説明と

して以下の可能性が考えられる。

　　　　 ・(22)は単音節語であり、〃 で終わる語は単音節語 と多音節語が異なる振 る舞いを

　　　　 する。

　　　　 ・(23)は借用語であるため固有語 とは異なる振 る舞いをする。

　 この現象につ いてMalchukov(1995)は(i)接 尾辞が付加 されたときに脱落す る1nノと(li)接

尾辞が付加 されて も脱落 しない1h1の区別があり、(n)は 語幹末の母音が消失 してできたもの

であると想定 している。固有語についてはそのような説明が可能であるが、(23)の ような借

用語には当てはまらない。 ロシア語からの借用語に しか現れない音素で終わる語の場合は

/A1が挿入 される。

　　　　(24)PlereL1E　「胡椒」　　 p1er唆。elken

子音終わ りの語幹であれば(19)のよ うに!A!が挿入 されるのが無標であ り、借用語はその無標

の規則に従 うもの考えられる。

　本節の考察か ら、接尾辞。lkAnの接尾辞の交替は、語幹の音韻的特徴によって条件付けら

れていると結論づけられる。(25)の ように名詞語幹を分類 し、異形態の現れ方をまとめ られ

る。

(25) 語幹の種類 一lkAnの 異 形 態

4　 数詞

　 前節で接尾辞一1kAnの 異形態交替は語幹の音韻的特徴によ り条件付 けられていると述べ

た。 しか しながら、同 じ接尾辞が数詞に付加 された場合には予測と異なる形が現れる。
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　4.1基 数詞

エウェン語の基数詞 と数を尋ねる疑問詞を(26)に挙げる。

(26) い く つ 　 adI

　　　　 O　 nul

　　　　　l　 omen

　　　　 2jeer

　　　　 3　 11an

　　　　 4　 digen

　　　　 5　 tunりan

　　　　 6　 fiunoan

　　　　 7　 nadan

　　　　　8iapkan

　　　　 gujun

　　　　10　 MIan

　　　　ll　 mlan　 emen

　　　　12　 m1an　jeer

　　　　13　 m1an　 llan

　　　　14　 mian　 digen

　　　　15m=an　 tUnりan

　　 16m1an　 fiuuan

　　 17　 mian　 nadan

　　 18m1an　 japka1

　　 19mlanゆn

　　20joer　 mier

　　 30　 ilan　mier

　　40　 digen　 mier

　　 50tun脚mier

　　 60hooan　 mier

　　 70　 nadan　 mier

　　 80iapkan　 mier

　　 90ujun　 mier

　　100　 fiama

1000　 tlk1ζa

　 1万mlan　 trkrea

10万fiama　 trk　16a

lOO万million

Il以 上 の 数 は1か ら10の 数 詞 を組 み 合 わ せ て 分 析 的 に 表 す 。 た だ し10を 表 すmlanと20

以 上 の 数 を 表 す 時 に 用 い られ るmierは 形 が 異 な る。

　 　 (27)　 jeer　mier　nadan「27」

　　4.2数 詞+-lkAn

　接尾辞一lkAnが 数詞 に付加 される場合、(25)の一般化から予測されるもの とは異なる形が

現れる。(28)に 基数詞、-1kAnを 付加 した実際の語形 と(25)から予測される形を並べて示す。

(25X再 掲) 語幹の種類 一lkAnの 異 形 態

母音語幹

n語 幹

硬口蓋子音語幹

その他の子音語幹

一lkへnが付 く

語 幹 末 の が 脱 落 し、・1kAnが 付 く

一llkAnが 付 く

一AlkAnが 付 く
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(28) 基数詞 基 数 詞 一lkAn 予測される形

いくつ ad1 adI-1kan

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 脚

ad:・1kan

1 emen eme・lken～emi・lken eme・lken

2
》

Joe「 jeer-elken Joo卜elken

3 Ilan 11a-1kan 11a-lkan

4 digen dige-lken～digi一 且ken dige-lken

5 tunりan t吻a・lkan～tunり:。1kan tu向a-lkan

6
り
nunoan 前u!〕e-1ken～ 轟u竃】i-lkin 丘uりe-1ken

7 nadan nada-lkan～nad1-lkan nada-lkan

8 Japkan Japka●lkan≒}apk1-1kan japka-lkan

9
　 o

円un 両u-lken～ 両i-1ken～ugi.lken 可u-lken

10 m置an mia・lkan～m1ag-alkan mIa-lkan

20 ∫eer　 mier Jeer　 mier・elken Joer　mier・elken

100 6ama 6ama一 置kan 酋ama-Ikan

1000 t1k且己a t1k1こa-lkan t1kl己a-lkan

　 9以 下 の 基 数 詞 は 、ioer「2」 を除 く と、 い ず れ も2音 節 で あ り!n1で終 わ る。 した が っ て 、

末 尾 の ノn1が脱 落 してlkAnが 付 く こ とが 予想 され 、確 か に そ の よ うな 形(eme-lken「1+-1kAn」

な ど)が 現 れ る。 しか しな が ら この 形 以 外 に 、1n1が 脱 落 し第2音 節 の 母 音 を〃 に 変 え て 一1kAn

を っ け た 形(emi。lkenな ど)も 現 れ る。(28)で はemelkenとomilkenは 接 尾 辞 の 形 態 は 同 一 で 、

語 幹 が 交 替 して い る とみ な してeme-lken～emi-tkenと した。 第2音 節 の〃 が 接 辞 側 に 属 す

(em-ilken)と 分 析 だ とノm1の後 に 一llkAnが 現 れ る と考 え る こ と に な る が 、そ の 場 合1m1で 終 わ る

名 詞 に一lkAnが 付 加 した 例 と の 整 合 性 が とれ な い。　emilkenの よ うな形 が 生 じ る の は 接 尾 辞

一lkAnの 特 徴 と言 うよ りは 、数 詞 とい うク ラス の 特 徴 で あ る。数 詞 の 語 幹 がeme-・ ・　emi一の よ

うに交 替 す る だ け で 一lkAnの 異 形 態 の 現 れ 方 は 一 貫 して い る。　emi一の よ うな〃 で 終 わ る語 幹

の 異 形 態 は 、 後 述 す る 序 数 詞 か らの 類 推 に よ っ て で きた と考 え られ る。

　 「9+-lkAn」 は 基 数 詞uj　unか ら予 測 され るuju-lkenと い う形 、 お よ び 第2音 節 の 母 音 を 変

え たuj　i。lkenと い う形 の ほ か に 、　lj!が!g!に 交 替 したugHkenと い う形 も あ る 。　 「10+-1kAn」

は 基 数 詞mIanの 形 か ら予 測 され るmialkanの 他 にmiagalkanと い う!g1が 挿 入 され た 形 もあ る。

magalkanの 例 は 、 音 節 間 で の 母 音 連 続 を回 避 す るた め にノgノが 現 れ る と考 え られ る。　ugilken

の 例 もuj　ilkenのrJlが 脱 落 して 母 音 連 続 が 生 じ、 そ の た め!g!が 挿 入 され た 結 果 で き た 形

(ujilken>uilken>ugilken)と 考 え る7。

7風間(2003)に よれば東方言では[Y]が前舌母音の前後で田と交替 し
、円唇母音の前後で[w]と

交替す るとい う。
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　　4.3序 数詞

　基数詞は序数詞に接尾辞を付加 して派生される。序数詞を派生す る接尾辞は一Isと。ItAnの

2種 類が確認 されている8。

　　　　　 (29)　　　　　　　 基数詞　　　　序数詞(・ls)　　　 序数詞(-ltAn)

いくつ ad1 adl・s ad1・tan

1 emen
　　 ●

em1・S
　 　 ■

em亘 ・ten

2
》

Jee「
》　　　　　　.　　　 》　　　　　　　●

Jee「-1Srleeg一 塞S

u　 　　　　　　●

」θθHten

3 Ilan 夏II。S 111-tan

4 digen digi。s digi-ten

5 tunりan tunり1。S tu叩1-tan

6
》
nun勾an 託UO!-S

》　　　　　　.

nuり1。ten

7 nadan nadI-s nada一 腔m～nadI・tan

8 Japkan Japkl・s japk1遁an

9
　■

円un
　 ●・　　　　　　　　　　　　　　●

円1's～ug1-s

　 　 　 　 　 　 　 　 ■　 o　.

叩 。ten～ugl-ten

　　　　　　　　10
呵

m夏an
　　　●
m呵 一1S～mlag-1S

　　　●

mlIり一nan-m1ag-mn

20
》 　　　　　　　　　　　　・

Joe『m置er
▼　　　　　　　　　　・　　　　　・

Joo「m腫er・Is
v　 　　　　　　　　　・　 　 　 　 　 　 　 　 ■

jeer　 mleg-lten

100
》
nama 爺ama-S旬 前amI・S

暫　　　　　　　,

naml一 飴m

1000 勧k1δa 重lkl己a・s t1kl6a・tan

100万 million mmion・as mmion・atan

語 幹 と接 尾 辞 の 境 界 が 不 明 瞭 な 語 形 が 多 い が 、Joer「2j:ieer-is　ieer-iten「2番 目の 」、}eor　mier

「20」㌍er　mie卜is加er　mie卜iten「20番 目の」の よ うな境 界 が は っ き り して い る例 か らそ れ ぞ

れ の接 尾 辞 の代 表 形 を一ls、 ・ItAnと す る。

emi-sやemi-tenな ど(em-is、　em-itenと 見 て も)、 基 数 詞 が2音 節 で 末 尾 が!ti/で終 わ っ て い る

数 の 例 は 、 語 幹 の 形 が か な り変 化 して い る。 前節 で 述 べ た よ うに 、数 詞 に一1kAnが つ い た と

き に〃 で 終 わ る 特 殊 な 語 幹(emi-lken,　 digi。lken,　tullDI-lkan,　fiuDi・lkin,　nad1-lkan ,　japki-lkan,

uji-lken)が 現 れ る の は 、 こ こに 掲 げ た 序 数 詞 か らの 類 推 に よ る もの と考 え られ る 。

　 rl--gl--ylの交 替 は 数 詞 以 外 に は見 つ か っ て い な い 。同 一 の 音 素 の 異 音 が 交 替 して い るの で

は な く 、別 個 の 音 素 と して1rノ国 と1飢g～Y】を想 定 す る。

　4.4そ の他の序数飼

前節で述べた基数詞か ら派生する接尾辞以外に、以下のような語彙的な序数詞がある。

　(30)nonap　 「1番目」

s2種 類の序数詞の意味 ・用法などの違いは本稿では考察の対象 としない。
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　 　 　 　 9旧 　 　 　 r2番 目」

これ らの 語 は 他 の 数 詞 と組 み 合 わ せ て 「11番 目」「12番 則 な どの 意 味 で 用 い る こ とが で き

な い 。

　 　 (31)「11番 目」mIan　 emis,　 mran　emiten,*mlan　 nonap

　 　 　 　 「12番 目」m1an　Jeeris,　 m:an　jeeriten,*mlan　 9:a

g1aは それ 自体 が 「2番 則 を表 す 語 だ が 、 さ らに 序 数 詞 を 作 る接 尾 辞 ・ltAnが 付 加 され る と

い う点 が 興 味 深 い。

　 　 (32)91a・tan「2番 目」

5　 おわりに

　本論文ではエ ウェン語の名詞語幹を接尾辞の異形態 を説明す る形態音韻論的観点か ら以

下の4つ に分類することが有用であることを提案する。

　　　　 ・母音語幹

　　　　 ・硬 ロ蓋子音語幹

　　　　 ・n語幹

　　　　 ・その他の子音語幹

また、数詞に名詞 と共通の接尾辞を付加 した場合、名詞 とは異なる特異な形が、序数詞か

らの類推により現れることを示 した。
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The Idiosyncrasy of Numerals in Ewen Morphophonology 

 KAJI, Hiromi

Keywords: Ewen(Tungusic), morphophonology, nominal stem, numeral,allomorph

                                    Abstract 

This paper proposes to classify the nominal stems of Ewen into the following four classes according to the morpho-

phonological criterion which explains the allomorphs of some suffixes. 1

. Stems ending in a vowel 

   2. Stems ending in a palatal consonant 

3. Stems ending in /n/ 

   4. Stems ending in a consonant other than the above 

The suffix /-lkAn/'having ...' shows complex but clearly conditioned allomorphy. When it is added to a stem ending 

in a vowel, the alternant /-lkAn/ occurs. When it is added to a stem ending in a consonant, the following processes are 

invoked in order to avoid undesirable consonant clusters. After a stem ending in a palatal consonant, the allomorph 

/-IlkAn/ occurs with the epenthetic vowel /I/. Stems ending in /n/ occur, with a few exceptions, without the final /n/, 

and the allomorph /-lkAn/ is attached to the stem-final vowel. Stems ending in a consonant other than those men-

tioned take the allomorph /-AlkAn/ with the epenthetic vowel /A/. However, unpredicted forms occur when it is add-

ed to cardinal numerals. For example, when the suffix is attached to /emen/ "l", the stem becomes an unexpected 

form /emi-lken/, which looks similar to the corresponding ordinal numeral /emis/. I argue that such irregularity can 

be explained by analogy.

(かじ・ひろみ　博士課程)
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